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非線形光学、赤外非線形光学ﾃﾞﾊﾞｲｽ、
非線形光学材料、ｶｰﾎﾞﾝﾅﾉﾁｭｰﾌﾞを用
いた光共鳴の計測、光通信用光ﾃﾞﾊﾞｲ
ｽ、光ﾃﾞﾊﾞｲｽの評価、光ｽｲｯﾁ

ナノチューブを光デバイスに

単層ｶｰﾎﾞﾝﾅﾉﾁｭｰﾌﾞの非線形光学応答

●特徴
単層ｶｰﾎﾞﾝﾅﾉﾁｭｰﾌﾞは、炭素原子だけで作られた自

然形成の量子細線で一次元の電子構造を持ち、また
その構造によって金属あるいは半導体的なﾊﾞﾝﾄﾞ構造
を有する。このｶｰﾎﾞﾝﾅﾉﾁｭｰﾌﾞの非線形光学応答を調
べ、その起源や時間挙動を解明し、ｶｰﾎﾞﾝﾅﾉﾁｭｰﾌﾞﾍﾞｰ
ｽの光ﾃﾞﾊﾞｲｽの応用を目指す。

●研究内容
ﾌｪﾑﾄ秒ﾊﾟﾙｽ光をｶｰﾎﾞﾝﾅﾉﾁｭｰﾌﾞに照射(ﾎﾟﾝﾌﾟ光)し、

それによって生じる吸収の変化をﾌﾟﾛｰﾌﾞ光によって
測定することで、ｶｰﾎﾞﾝﾅﾉﾁｭｰﾌﾞの非線形光学特性を
調べた。ﾎﾟﾝﾌﾟ光入射により半導体(図(a)中のAおよび
B吸収帯)と金属(C吸収帯)ﾁｭｰﾌﾞの吸収は共に大きく変
化した。この吸収変化は時間とともに回復するが、
金属ﾁｭｰﾌﾞの吸収変化(図(b)右挿入図)は半導体と比べ
て高速に応答すること、また、半導体ﾁｭｰﾌﾞでは、直
径が小さなﾁｭｰﾌﾞほど高速に応答することがわかった。

ﾅﾉ構造、ﾌﾗｰﾚﾝ、非線形光学材料、赤外領域光ﾃﾞﾊﾞｲｽ、単層ｶｰﾎﾞﾝﾅﾉﾁｭｰﾌﾞ、ﾌｪﾑﾄ秒時間分解分光、非線形分光、時間分解分光
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(a)吸収ｽﾍﾟｸﾄﾙ
(b)ﾎﾟﾝﾌﾟ光入射直後の吸収変化。挿入図は吸収
変化の時間発展。
(c)緩和ﾚｰﾄのﾁｭｰﾌﾞ直径依存性


